
令和６年度第１回旭川方面留萌警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和６年７月22日（月） 午後４時00分から午後５時20分まで

２ 開催場所
旭川方面留萌警察署会議室

３ 出席者
⑴ 協議会委員 ６人（定員６人）

会 長 岩倉 健悟
副 会 長 村上 仁美
委 員 南 明恵
委 員 畠山 博
委 員 武田 佳彦
委 員 串橋 郁緑

⑵ 警 察 署 員 10人
署 長 遠藤 祐之
副 署 長 名和 健志
警 務 課 長 吉田 昌光（事務局）
会 計 課 長 土山 友和
生活安全課長 笹井 大輔
地 域 課 長 小幡 慎司
刑 事 課 長 伊藤 壮一
交 通 課 長 田端 公成
警 備 係 長
警 務 係 長 （事務局）

４ 挨拶
⑴ 留萌警察署協議会会長挨拶
⑵ 留萌警察署協議会各委員挨拶
⑶ 留萌警察署長挨拶
⑷ 留萌警察署副署長以下出席者挨拶

５ 業務概況説明

６ 協議事項「高齢者の交通事故防止対策について」

７ 質疑応答
⑴ 業務概況説明に対する質疑応答
ア 飲酒運転の検挙状況について

委員： 留萌市内では、本年４月からタクシー会社が夜間営業を制限している
状況にあり、この影響から飲酒運転が増えた等といったことはありますか。

警察： 現在のところ、顕著な増加は認められませんが、今後も管内の安全安
心のため悪質な交通違反は取り締まっていきます。

イ 山岳遭難について
委員： インバウンドの影響等から、山岳遭難は発生していないのでしょうか。
警察： 当署管内の暑寒別岳等における山岳遭難は、本年中、外国人の発生は

ありませんが、全道的には発生しており、増加傾向にあります。
発生原因として、体力不足や準備不足等が挙げられます。



⑵ 協議事項に対する質疑応答
ア 高齢運転者に対する個別訪問について

委員： 高齢運転者の個別訪問の対象者はどのような方ですか。
警察： 短期間で事故の多い高齢運転者を抽出し実施しています。

そのような方に対して、交通安全指導を行うとともに自動ブレーキ等
が登載された安全運転サポート車について説明するなどして交通事故の
抑止を図っています。

イ 高齢者の運転免許返納について
委員： 免許の返納については、交通手段の確保等から強制的に働き掛けるこ

とは難しいと思われるが、どのように対応しているのですか。
警察： 例えばですが、家族等から相談を受けた際には、その家族と返納対象

者を交えて説明を行っています。
また、自治体では運転免許証を返納した方に対する補助制度等がある

ため、同制度の周知を自治体と連携して行い、運転免許証の返納につい
て働き掛けを行っています。

ウ 高齢者講習の実車指導について
委員： 高齢者の免許更新時に実施される実車指導において、約半数が運転技

術の指摘を受けているが、指摘が解消されるまで継続指導することはで
きないのか。

警察： 実車指導は、限られた講習時間内で実施しています。
指摘については、実車中に指導するほか、実車後に個別具体的に指導

し、加齢に伴う身体機能の低下が運転に影響を及ぼしていることを理解
させています。

⑶ その他の質疑応答
ア 警察用船舶の活動状況について

委員： 新聞で留萌警察署の警察用船舶の記事を見たが、現在の活動状況はど
のようなものですか。

警察： 現在はいつでも北海道全域を運航可能な状態であり、海水浴の時期は、
水難事故防止や水難事故発生時の救助活動を行っているほか、密漁事犯
対策としてパトロールなどの警戒活動を行っています。

イ 移動式オービスのダミーについて
委員： 移動式オービスのダミーについて効果はあるのですか。
警察： 警察署だけでなく警察本部等でも活用されており、相当の抑制効果が

あると思われます。

ウ 110番通報について
委員： 119番通報にかかる軽傷時等の利用抑制が啓蒙されている中、110番通

報も同じような捉えられ方をし、気軽に110番できない傾向があると思わ
れますが、そうした点を踏まえ啓発活動をしてはいかがでしょうか。

警察： 警察では、110番利用だけでなく、警察相談専用電話「♯9110」につい
ての啓発も行い、利用抑制とならないよう努めていますが、貴重な意見
であり、今後の啓発活動に生かします。

８ 次回の開催予定
次回は、令和６年９月頃に開催を予定しています。
テーマは、「ＳＮＳ型投資詐欺防止対策」とします。


